
ユーカリ材の耐朽試験
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コ{カリ [Ellca!YPtllS Spp. J は，成長の迅速なものとして最近i主ドi され， その材の性質が多方ÏJ'rÎ より

訓任検討されている

この材の而H'3性に関しては，導入種のものは，従来，はとんど検討されていなL 、。ォーストラリヤ科学

工業研究;i'f :;i~会の報;去によれば，各種ユーカリ村の開門箇，および白自誌の攻般にみIする相対的耐朽性は，

てのユーカリ材の r1f:種ーにより著しく異なり，大なるものより順次，第 H政より第 4 級まで分類しており，

ここに試験したものと同種のす{ストラリヤ産の E. globltlus は，この分引の筋 3 紋にJ.:j~しているという

木報告ーは，導入種!っ E. globullls の比較耐朽性 relative durability を，実験室自r的Z守J方沼法ミにより検討しし

ものてで、ある匂

木材の比絞耐朽性をお1るには，実際に，その木材を[史JIlする場所と:伏{日下に üi立し、て試!放することが，最

も日然な方法と考えられるが，この方法では長fド月を裂し，し泊、も ， .既成条{l.の 2ijイヒが若しく，菌の種I)fj

も・定せず，普通性が才;しい このため，木村耐朽性の試験方法として，実験室1'i':J tこ一定の条f1:で，人為

的に腐朽せしめる方法が多くれれ、られてきている ο しかし，この実験室(10方法は，多くの人々により行わ

れてきたが，々の方法が多様で‘あり，まだ確定せられていない このような実験定的方法においては，選

んだ菌の種矧により，その結来は者一しく h!'1なる しカ‘し， 一般的にlt市対耐朽l段をま日るには， 実地におい

て，その:1'1・に最も ffム:を及ぼすと与えられる，できるだけ多くの種以の聞をJlJ 1.、ての実験室110方法を 1子う

とともに，各種の条件ドの field 試!換を行い，これらを綜合して判断するニとが最良ではないかと考えら

れる。

また一方，木村の耐|ラ性を左右する因子としては， 木村の物理的， あるいは化学的性質が考えられる

が，そのうら，特;こその木材の11与殊成分が大きな彬神ーを及ぼす。多くのユ F カリ材は， ~~丑のタンニンを

含んでおり，またユーカリの;撲に多く認められるユーカリ泊も含有すると考えられる。 これら， タンニ

ン，ユ{カリ lill の中には腐朽苗に文J しても， I坊J[iS ドi:のあるものが存配する可能性がある。

本実i設においては，現在 ]1S 木材耐朽性試験方法の原案として検討せられている，実験室的万法に準

じてこれを行ったここの試験方法iーより知りうることは，各材のワタグサレタケ，カワラタケ，ウスベ夕

刊三対ずる，プナ材と J七較しての比較耐1'5性である c

なお，ここに用いた菌株は，林業試験場保存菌株である}

オて実験を行うにあたり終始御指導と御便宜を賜わった斎藤木材部長，ならびに堀岡材質改良科長に謹ん

で感謝の;立を表する。また，菌杉jçの供与に対して保護部菌類研究室に謝意を表する

(1) 木材部材質改良科木材防!炭研賓室長 (2) 木村配材質改良科木材防腐研究室員
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実験

イ共試菌は以下の 3 種紅lである。

ワタグサレタケ PO打。 vaþoraria

ウスパタケ lr�ex lacteus 

カワラ予ケ Coγiolus v:γsicoloγ 

ユ F 力 i) および比較供試í?iは次の 4 種である。

ヱーカリ Eucalyþfus globullω: 産地 的岡市北安東iRT， 悼J令 25 年 01旬高!白径 34cll1) , 

伐j末時期昭和 28 年 9 汀， 試験休保l反箇所程，j高 8m j:M)支 )'1") より 2~5cm の所

プナ Fagus crenat(l : 産地群馬県利恨itßfG恨村， :1制令約 160 1， 1三 伐i求時期昭和 28 1:p

10 月， 試験体採取箇所不Wj

スギ Cry戸tomeria jaρonica: 産地 秋田県能代営林沼管内， j凶令 46 11' 01旬高直径 35cm) ，

f立派j寺期昭和 28 年 9 月，試験{本保取位im 樹高 3~5m

アカマツ Pinus deí即iflor，1 : 産地鹿兜島県克i児島営林署管内， j悶令伐照時期不明

試験{本は，以上の辺材の気乾材よりとり，辺長 20土 1mm の二方桓キの立方体とした二

なお，プナ辺材は対照材とし試!捻休，対照材ともに 5 筒ずつ使!日した。

なお，供試材の選JR，および訓製などについて，得jl尽力を賜わった強度{i)]究室長沢 FLI被官，ならびに主主

員の方々に刈して深く謝訟をぷーする。

培養基

プナ木粉を術分けし ， 1O~60mesh のJfiJのものに，重量比で Glucose 1 %, Peptone 0.2% を加え，

ミれにがiJ 1. 5 倍量の蒸溜水を入れ，一様に混合したものを，ポンドjf圧を償iこし，がJ 20 仰向の厚さに軽く

治めて殺菌した。

実験方法

大型試験管に前培養したもの，すなわち，上司と同じ木粉を大型試験管に治めた培養方、へ，試験管の楽

天#7池上のmîを接種し，元分に繁舶せしめたものを，上 74幣養本に接種し， 1 jl.2jJffJ後，その上にあらかじ

め 60士2'C で乾燥し，恒量 W，を;Jとめた試駿はくを，繊維方向をま色白にしてのせ， 26土 2"C ， 温度 7M;'

のïVí'へ ßO 日Jf iJおいて関門せしめた

l肉Æ'5J 0r! ('r 終了後，試験{本の表面に付清した闘を，ていねいによくはぎとり 20時間風陀し，さらに 60土

2'C で乾燥し，恒量 w2 を求めたふ

さらに別の試験体および対照材(、ブナ)を無菌の培養基上において，上記と同様に操作して，重量t或少

三年を求め補正用としたこ

なお，耐何性は耐朽比で、表わし，よ欠式により算出した。

耐朽比
A 

A。

A=100-(試験体の補正重量減少率) Ao二 100-(ブ十材の補正重量波少率J

W , -w, 
重量減少率= lW7三 X lOO

*プナ材は素材の都合で柾目が得られず板目のものを使用した。



Table 1. 京量減少率および閥桁JMfr:終了時における水分 (抗菌矧11iJ 2 カJj)
Percentage of loss in weight and moisture content of wood blocks at the end 

of fungal attack (2 months). 
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ユーカリ材の耐「ラ武後 (烏[連・松岡〕 - 61 ー

結論

ワタグサレタケ，ウスパタケ，カワラタケを)l]l 、て上述のような実験室的方法によれば二の:ftf:Wのユ

{カリ材は，ほかの試後i寸に比して，高い同11(:ヲ比を示したっなお，緒言にのベたように，真の附F5äを知

るには，これらの試験とともに，今後i子う予定の種々の環境下の field ;弐験宇まって，はじめて決定する

ことヵ:でトきる。
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Hirao SJ-TTJ¥IAZ:OXO and Sh6shir6 MA'J'suけKA:

Relative Durability of Eucalyptω globulus by the Laboratory Methocl. 

R駸um� 

The relative durability of Eucaly戸tus gl obul us were t日ted by the laboratory method. 

The fungi used were Poria vaþoraria, [ゆex lacteus and Coれolus versicolor. The test 

blocks (2x2x2cm) of E. globulus , Fagus crenata, Cryptomeria ja戸onica and Pinus densi. 

flora were prepared. 

The results obtained are as shown in Table 1 and Jl. The relative durability (R) was 

figured by the following formula: 

Iミニ A 
A。

A= 100-(Percent los5 in weight of each block) 

A,) = 100-(Percent l08s in weight of the beech) 

As shown in Table Jl, th巴 relative durability of E. globu1us was greater than the sap. 

wood of Sugi (Cry�tomeria japonica) , Akamatsu (Pinus densiflora) and Beech (Fagus 

crcnαfaì. 


